
◆発明概要と利点
目の活動（瞼の動き、眼球の動き・向き）によって起こる目の周辺の皮膚（上瞼・下瞼・目頭・目尻）

の動きをもとに、目の活動の重要な指標(瞬き、眼球移動方向等)を認識します。この皮膚の動きの認識は、
目の前方（眼鏡の内側外周部）に設置された赤外線距離センサから皮膚までの距離の変化をもとに計測し
ます。
 低コストで利用可能

カメラや眼電位測定（角膜と網膜に生じる微弱な電気信号の差異）と比較して、この技術は赤外線
距離センサと、そこから計測した情報を解析するだけで目の活動を認識できます。高価な計測用のデ
バイスや複雑な処理を必要としません。

 高精度な計測が可能
カメラを用いる方法は複雑な情報処理や大きな消費電力が必要となり、眼電位測定は眼球そのもの

を計測対象とするため、瞼の動きと眼球の連動した動きを認識することができません。それらと比較
して、この技術は3つのポイントで優位性があります。
➀まばたきの回数を眼球の向きに関わらず認識できること
➁眼球の向きの変化を約10°間隔で認識できること
③眼球の移動方向を認識できること

低コストで目の活動を認識！スマート・アイウェア
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赤外線距離センサを用いて、目の周りの皮膚の動きを測り、目の
活動の重要な指標(瞬き、眼球の移動など)を認識する技術です。

◆背景
目の活動状態は、人体において重要なファクターの1つです。近年、ウェアラブ

ル端末として、目の活動を計測する機器が市販されていますが、精度やコストの問
題が普及の妨げになっています。この技術では安価なセンサとシンプルな処理方法
で目の活動を認識することを実現しました。
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